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1 は じ め に

県内における相次ぐ地 ビール起業化の中,地 ビールの特

色をよリー層強めるため,地場産原料の供給が要請されて

いる。 しかし,醸造用二条大麦はその特性上,耐寒雪性を

備えていないため,本県における秋播き栽培は一部地域を

除いて困難である。そこで,北海道で実施されている春播

き栽培について,作期等を検討するとともに本県における

優良品種の選定に資するため,育成系統及び品種の比較検

討を行った。

2試 験 方 法

(1)試験 I:「 りょうふう」の生育特性と栽培法

(1997～ 1998年)…… (表 1)

1)試験場所 岩報 北上市 岩手県農業研究センター圃場

2)供試品種  「りょうお、う」(北海道立北見農試育成)

3)播種様式 密条播(条間30om) 60g/ピ

表 1 試験区の構成(「 りょうふうJの生育特性と栽
培法)

注 *:圃場の地力が低 く,生育に応 じて週 巴を行った。

2)試験Ⅱ :品種比較試験 (1998年 )

1)試験場所 岩手県北上市 岩手県農期 究センター回場

2)供試品種 栃木農試育成系統 6系統

福岡農総試育成系統 2系統

標準品種「りょうふう」

(北海道立北見農試育成)

3)播 種 期 4月 10日

4)播種様式 密条播(条間30m) 60g/ぱ
5)施 肥 量 窒素0 3kg/a

3 試験結果及び考察

は)試験 I:「 りょう
`、

う」の生育特性と栽培法

4月 10日播種では,6月 15～ 19日 に出穂期,7月 17～ 18

日に成熟期に達し,収量水準は200～ 300聴/10aでぁった。

3月 30日 播種では,出穂,成熱期ともに4月 10日 播種より

5日 程度早まったが,生育量,収量性は同程度であった。

4月 10日以降播種期が遅れるほど収量・品質が低下し, 4

月30日播種で
`歯

虎熱期に達しなかった (表 2,表 3,表 4,表 5)。

表2 「りょうあ、う」の生育時期及び生育量 (19974→

No播薔期施 肥出非期 出穂期成熟期
窒素量

月日  k&/a  月日   月日  月日

得長 穂長 穂数 倒伏0赤かび痛

多少*発生程度
o  m 本/ご (0-D O― ll

1 41103+02423 619 718
2 41106・ 02423 619 717
3 421 03-02 430 62 7m
4 421 06-02 430 62 ,"
5 4m 03-02 510  '1  未達
6 430 06102 510 71 未道

注 *:挫折型倒伏も対象

表3 「 りょうふうJの収量及び品質 (1997年 )
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表 4 「 りょうふう」の生育時期及び生育量 (199まつ

試験区名艤期出芽期 出芽の 出醐 成熟期 得長 穂長 穂数倒伏の病害発生

良否 多少 程度(0-5)

赤か 赤さ

月日 月日償～中壻)月 日 月日 の  o ″ピ(0-6)び病 び痛
1111月 330412良 697138570433021
2作期働 410 418  良  616 718 87 69 418  0  , 1～ 2

3作期  420 427  良  622 78 88 67 458  0  3 2～ 3

4春化5℃ 410 416 良～中 615 '18 85  74 860  0  2  1
6春化8℃ 410 418 中～否 315 718 

“

  79 881  0  2  2

表 5 「りょうふうJの収量及び品質 (1998年 )

対比率 重

%    g    g
概評 等級
(1-61

1 4/F期    330  306   98
2作期(標)410 313  -
3作期  420 179 57

460
463
480

3 規格外
3 規格外
4 規格外
3 規格外4春化5℃  410 295 94

5春化8℃ 410 120 38
474

播種期 子実重 同左標準リットル千粒重 品質 検査

試験区名

月日 k/a

-89-

451  3 規格外
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表6 比較試験における供試品種・系統の生育時期及び生育量 (1998年)

及び

品 種 名

多少

月日  月日  月日  月日  Kll  CO  本/“  (0-5) び病  び病

1関東二条32号     330  413  523  73  76  63  417    0    2   1
4 10    419     527 69    60 2      2

モゴールデン   410
7 18     74

4 10     4 1

表 7 比較試験における供試品種・系統の収量及び品質 (1998年)

リット,レ

及び 対比率 概評 等級

1関東二条32号     330   381    132     665    501   3      -
4 10

2タ カホゴールデン   410 -4

3あ まぎ二条      410 45 1 規

4 ミ モゴールデン   410 109          662         498

5 29手チ 41 652         489

6 坐 冽

1' 0 3

ミハル●・ ル ド
~~~~410   306    106     598     531   3～

4

,ょ っふつ(標)   110   289    -     673    465   2～ 3

また,春化処理のうち,《 8℃ 30日 )処理区で出芽率

の低下が見られ,《 5℃30日 》,《 8℃ 30日》ヽ`ずれの処

理区においても,無処理区との間には生育ステージに顕著

な差が見られなかった (表 4,表 5)。

2)試験■ :品種比較試験験

供試品種・ 系統のうち4月 10日播種で,「 りょうふうJ,

「関東二条29号」を除き,5月 下旬までに出穂 し, 7月 上

旬には成熟期に達した。「りょう
=、

う」,「 関東二条29号 J

の出穂期,成熟期はともに,6月 中旬,7月 中旬であった。

収量水準は250～31111kg/10aで ,「 あまぎ二条」,「 タカホ

ゴールデン」を除き「りょうおヽうJよ り多収となった。

また,播性程度の高い「栃系268」 は,坐死により出穂

しなかった (表 6,表 7)。

4 ま

播種期が遅れるほど,登熟期間がより高温で経過しやす

く,登熟不良等の原因になることから,播種期は4月 10日

以前とする方が収量的に安定すると判断された。また,作

期の前進化のため,春化処理も試みたが,処理効果はみら

れず実用性に欠けると思われた。

なお,品種比較試験等の結果から,「 りょうお、う」より

出穂,成熟期が早く,登熟条件がより有利な品種・系統が

多く得られているが,年次間差を含め継続検討が必要である。

以上のように,醸造用二条大麦の春播き栽培について播

種適期並びに適品種選定に関するいくつかの知見を得た。

岩手県における栽培法の確立に向けて,今後は播種法及び

施肥量等について検討を加えたい。なお,出穂以降におい

て赤かび病が発生しやすい条件下にあるので適正な防除を

励行することが肝要である。
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